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日本ドキュメントサービス協同組合連合会全国大会 

北海道大会開催 

平成 30 年は日本各地が甚大な被害に見舞われた

年です。 

被災された方々にはお見舞い申上げます。 

幸いにして、近畿ドキュメントサービス協同組合

組合員及び賛助会員からは、大きな被害を受けた

という連絡は無く、ほっとしています。 

その被害が大きかった、北海道において平成３０

年１０月１１日ニューオータニイン札幌で、日本

ドキュメントサービス協同組合連合会全国大会北海道大会が行われました。 

今年、「未来へつなぐ、みんなでつなぐ２０１８年。北海道命名１５０年という歴史の地」北海道へは、近畿

ドキュメントサービス協同組合からは組合員１７社１８人、そして近畿ドキュメントサービス協同組合に関わ

る賛助会員１０数名の参加を頂きました。 

今回の大会コンセプトは「次世代に継ぐ」－その先の、道へ。北海道― 

式次第にのっとり、式は進められます。 

まず、日本ドキュメントサービス協同組合連合会大会ホスト役、森下修至会長の挨拶。そして大会実行委員長

兼情報創造事業協同組合理事長 榊原氏挨拶。 

続いて、北海道経済産業局産業部長 中野健様、北海道中小企業団体中央会副会長 藤枝清規様 

公益社団法人日本文書情報マネジ

メント協会 理事長高橋様からご

祝辞を頂きました。 

その後、日本ドキュメントサービ

ス協同組合連合会や業界に対して

尽力された方榊原理事長含み、情

報創造事業協同組合５名、近畿ドキュメントサービス協同組合田中理事に、

業界功労賞を贈りました。 

続いて、業界及びＤＳ連の発展と功労に尽力頂いた感謝の気持ちを表すべく、

賛助会員３社様キヤノンマーケティングジャパン㈱神埼様、富士ゼロックス

㈱古屋様、リコージャパン㈱加藤様へ感謝状の贈呈が行われました。その後、

今大会のコンセプトに沿った基調講演が「次世代に繋ぐ」と題して、国土交

通省北海道開発局局長和泉晶裕氏により行われました。将来の北海道がどん

な風に変化していくのだろうか？とわくわくするお話でした。 
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そして、日本ＤＳ連が推奨する確定拠出年

金について、小川室長や佐々木コンサルタ

ントよりお話があり、今年度は各地でセミ

ナーを開催し、情報提供いただけるとのこ

とです。 

そして、大会イベントの一つ、札幌市在

住の書道家石野華鳳氏による書道パフォーマンスとして大会の言葉、「繋」

を屏風一杯に書く圧巻のパフォーマンスを楽しみました。 

その屏風が乾く間に、情報創造事業協同組合の青年部会

長野田融氏や青年部教育情報委員長小谷和広氏により、事

例発表が行われ、青年部での年間活動の紹介やこれからの

目標、組合の主な事業の共同受注の取り組みを現場から見

た現状と課題の発表が行われました。 

近畿ドキュメントサービス協同組合にお

いても若い組合員さんの活動の場を広げた

いと考えていますので、大変参考になった事

例発表でした。 

そして、先ほどの屏風を真ん中にして、今

回参加者全員による記念撮影が行われまし

た。 

ここで、一旦休憩を挟み午後６時３０分か

らは、北海道の味覚を食べつくすごとく、「北

海道だべさーそだねー

懇親会」が盛大に行われ

ました。 

ここでも、主催者の挨

拶後、ご参加賜りまし

た、賛助会員キヤノンＭ

Ｊ㈱宮前様、富士ゼロッ

ククス㈱麻生様、リコー

ジャパン㈱武田様から

ご挨拶を頂戴し、日本イメージ情報業連合会井上会長のご発声により懇親会開宴となりました。宴には日本各

地からお越しの皆様ですので、情報交換の種は尽きず、盛会に過ぎゆく中、アトラクションである北海道在住

アーティスト Jumble34 による生演奏がより一層宴を華

やかなものにしていました。楽しい時間はあっという間

に過ぎました。閉会挨拶後は、青年部の方にいざなわれ

て、いざ！すすきのの２次会会場へ繰り出し、長い夜は

ふけていきました。 

翌日はゴルフ組、旭山動物園組、プライベート旅行組、

帰社組に分かれ、大会の幕がおろされました。 

大会ホスト役の実行委員の方々事務局様、お疲れ様で

した。有意義で楽しいひと時を有難うございました。 
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「富士ゼロックスのトヨタ生産方式によるものづくり視察会に学ぶ」 

 近畿ドキュメントサービス協同組合（近畿

DS 組合）と大阪府グラフィックサービス協同

組合（OGS）の初の共同事業として、富士ゼロ

ックスマニュファクチュアリング株式会社鈴

鹿事業所の視察会を２０１８年９月２１日（金）

に開催しました。 近畿 DS 組合より１１社１

４名、OGS より１１社１１名、総勢２５名の

参加で実施されました。 

 

もともとこの

事業所の視察については、富士ゼロックスのエンドユーザー、特に製造業向け

に過年度企画・実施されてきた企画であり、富士ゼロックスの「ものづくり」

を目の当たりにする絶好の機会であると考えていました。当 DS 業界もグラフ

ィックサービスの印刷業界も、富士ゼロックスのプリンターをプリントオンデ

ィマンドを使った製造業でありサービス業であると考えられ、我々業界もエン

ドユーザーの視点から「ものづくり」の原点を学ぶ必要があるとかねがね考え

ていました。 

富士ゼロックスの「ものづくり」については、長年にわたり日本の製造業の原点といわれる「トヨタ自動車」

の「トヨタ生産方式（Toyota Prodction System、略称 TPS」を採用しており、富士ゼロックス流 TPS を「Xerox 

Production Way、略称 XPW」として確立しており、この方式を我々も製造業の観点から学ぶことは多いと確

信し、この視察に至ったわけです。 

 

富士ゼロックスも２０００年以降、複合機などは海外生産に移

行し、今は部品のアセンブル工場として TPS を徹底しており、部

品据え付け、みずすまし、荷受けから荷卸し、物流に至るまで、

「流れ化生産」を徹底して推進しており、QC サークルをはじめ

とする生産現場での継続的なカイゼン事例（品質向上・コストダ

ウン・リードタイム短縮）における全社活動を目の当たりにし、

まさにその現場力に圧倒される視察でした。 

 

参加した各社は各様の印象を抱いたと思われますが、当業界

も製造業の観点から、「ものづくり」の原点に生産のスピリッ

トを学ぶことができたのであれば、成果があったのではと思い

ます。また、隣の業界である OGS のメンバーとこのような場

で、互いの忌憚のない意見交換や懇親の機会を持ち、次世代メ

ンバーも含めた交流ができることを、今後も切に望みます。 

この企画の実施に当たり、富士ゼロックスの古川統括長、大

隅部長はじめ、現場で丁寧にご案内いただいた鈴鹿事業所の皆

様に、この紙面をお借りし、心より感謝申し上げます。 

できれば、このテーマでフォローアップセミナーがが企画でき

ればと、考えています。            近畿ドキュメントサービス協同組合 理事長 河村武敏 
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＜ＦＸ社鈴鹿事業所を見学して参加者の声＞ 

 他社の工場と同じように、生産管理で努力されている様で感心して見学させて頂きました。しかし、改善の

名のもとに厳しい現場でありました。ここまで努力されたな

ら、社内だけでなく、エンドユーザーにも、私達がこのよう

に、一枚のコピーの裏側には、これだけの人が心をこめて努

力していますと、一生懸命商品を造っていることをＰＲでき

ないかなと思いました。 

 個人またはチームが生産した部品や商品は、絶対の自信作

だと思います。 

ＦＸ社の個人名やチーム名のブランド化も良いのではない

でしょうか。 

≪○○チーム製ヒーターユニット等など≫ 

 また、これらの機器を使用している我々サービス業者も、

この機器を使用していますと胸を張って、お客様にお伝えし

ていけば良いと思いました。 

 ＦＸ社についても、機器のパッケージに鈴鹿工場の従業員

集合写真を撮り、私たちが作りましたとプリントしてはいか

がでしょう。 

 有難うございました。 有限会社布施技術社 布施康久様 

（スケジュール）

10:00 梅田集合、貸し切りバスで鈴鹿へ

12:30 鈴鹿事業所　到着

13:00 ご挨拶、セミナー、Q Cサークル発表

14:30 ソリューション展示コーナー視察

15:00 ３班に分かれて事業所視察（IH定着器ライン、大型機ライン、物流改善)

16:30 クロージング

17:30 松阪牛で懇親会

19:30 鈴鹿出発

21:30 梅田帰阪、解散
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はじめに、この度は素晴らしいツアーをご企画して頂き、また参加させて頂き誠にありがとうございました。 

最近の機械の性能として、多くの部分が自動化されているため、製造ラインもほぼ人の手がかからず、ロボ

ットなどで自動的に組み立てがされているのを想像していました。 

 しかし、セミナー/工場見学へ出てみると、かなり多くの人の手により１台の機械が組み立てられているこ

とに大変驚きました。日々、生産性・品質の改善に向け従業員一丸となって取り組まれているお話を聞き、機

械の見え方が変わり、もっと大切に・やさしく自社の設備を運用していかなくては！と感じました。 

 また、OGS の会員様で今回初めてお会いしたにもかかわらず、私の帰宅を助けて頂きました。今年度の組

合事業計画通り、より強い「仲間作り」・「絆つくり」が出来たのではないかと思っております。汗 

 本当にお世話になりありがとうございました。今後とも宜しくお願いいたします。 

株式会社イメージテック 山田裕次郎様 

 

2018秋ＭＯＴＯＹＡ ＰＯＤ ＦＡＩＲ開催 

平成 30 年 10 月 24･25 日㈱モトヤ本社 5 階におい

て、「2018 秋ＭＯＴＯＹＡ ＰＯＤ ＦＡＩＲ」が

開催されました。 

モトヤ書体でおなじみの㈱モトヤ様は組合賛助会員

です。 

今回のこのフェアーでは、皆様の仕事の増注や新規

事業開拓及び生産効率ＵＰを図ることが出来る機械

や、ソリューション等の展示をされていました。 

 

1.㈱ミマキエンジニアリング 

フラットベッドＵＶ-ＬＥＤ方式インクジェットプリンタ 

ＵＪＦ-3042ＭｋⅡ  

ＵＪＦ-6042ＭｋⅡ展示 

＊ジョブプランニング＆面付けソ  

フトウエアＰＨＯＥＮＩＸにて、 

コスト削減に貢献。 

＊アプリケーションを広げる高性 

能インク利用 

 

＊ＬＵＳ-120＝皮革・ＴＰＵ等の柔軟素材への印刷が可能。＊ＬＵＳ-150＝アクリル素材への印刷が可能。 

＊硬質ＵＶインクＬＨ―100 携帯ケース・キーホルダー製作、玩具・積み木プリント等への印刷が可能。 

 

 

＊グラボテック㈱と共同開発による、自 

 動的にカッティングパスを計算するソ 

 リューションを使用し、Ｃｏ２レーザ 

ーＬＳシリーズにて、印刷データから 

ずれることなくカッティングが可能。 
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2.㈱グラフィックサポート  

ＤｏｃｕＰｒｉｎｔ Ｃ5000ｄ展示 

封筒大革命 カスタマイズ（特別な設定）したＤｏｃｕＰｒｉｎｔ Ｃ

5000ｄを使用すると、封筒印刷の困りごとを解決「シワの軽減・連続給紙

可能・コスト大幅削減」 

伝票・封筒・名刺・ﾊｶﾞｷ厚紙・長尺･短尺ＰＯＰ等に対応 

3.グラフテック㈱ 

ＣＥ6000－ＡＳＦ 自動給紙カッティングプロッタ展示 

・小ロットのラベル生産、ＰＯＰの作成等、多様なＰｒｉｎｔ＆Ｃｕｔｉ 

ｎｇにお勧め！ 

・Ａ3 ノビ幅 350ｍｍ長さ 500ｍｍ対応 

・ハーフカット、破線カット（切り抜き）Ｔ/Ｌ字型ミシン目もＯＫ。ＰＯ 

Ｐの作成にも最適、活用の幅が広がります。 

4.加工した紙の販売会社ＫＡＭＩＸ株式会社 

ここは、普通紙の販売ではなく、普通にコピー機で印刷できる加工紙、防

水紙などの販売を展示されていました。 

例えば、＊マグネットシート＊クロス生地＊半透明ポリエステルフィルム

＊レーザーホログラムシルバーミラー＊白ＰＥＴグロス調＊クリアファ

イル＊ポリエステル素材のタックシール＊サテン生地のタックシール＊吸着シート＊給水紙＊レーザー対応

窓開き封筒＊箸袋 

 

この他、賛助会員様である、富士ゼロックス㈱・リコージャパン㈱・コニカミノルタジャパン㈱・㈱ムサシ様

も各社機械を展示されていました。 

 

最後に藤倉ゴム工業㈱により、最近の不安材料である天災時に備

えるべく、「Watt Satt」非常用マグネシウム空気電池が紹介され

ていました。大容量 280Ｗｈ スマートフォンを３０台フル充電

できます。使い方は簡単で、ケースに同梱の塩を入れそこへ水（雨

水、海水ＯＫ）を入れて塩を溶かし、本体に注ぐだけ。直ぐに使用

可能。使用期限は５年間。Ａ4 サイズの棚に収納可能で重さも約 2

Ｋｇと備蓄に最適です。 

 

このように㈱モトヤ様はソリューションから、機械、後加工機械、資材そして、防災対策用品に加え人材派遣

までも手がけておられます。困ったことがあったら、ぜひ組合担当の松山さんへお問合せください。 

その松山さんから今回のフェアーより一言頂きました。 

 

 

いつも大変お世話になっております。株式会社モトヤの松山と申します。今回の展示会では各メー 

カー様のご協力をいただき、出力機から後加工機、資材、ソフトウェア等の展示をさせていただき 

ました。こと売りを中心に日々お客様の「儲かることができる」提案を心掛け展開しております、 

今後とも少しでも皆さまのお役立ちになれるよう励んでいく所存であります。今後とも何卒よろし 

くお願い致します。 
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初海外旅行（韓国）    中村憂子 
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初旭山動物園   小野恵美子 
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株式会社田村コピー兵庫県都市対抗軟式野球決勝大会出場 

 

平成３０年９月２２日兵庫県都市対抗軟式野球決勝大会」が開催され、組合員の株式会社田村コピーチーム

が尼崎市代表で出場しました。その模様をお伝えします。 

初戦は、丹波市代表ブラックコスモスを２対１で下し、２回戦

は三田市代表 ATLANTICSと対戦しました。 

初回田村コピーは、相手を三者凡退にしりぞけ、ファーボール

で出塁、その後ツーベースヒット、デッドボールにて１点確保。

続いて２回にも１塁横を綺麗に抜けたヒットで出塁し、続く打

者はきちんと塁を進め２点確保。３．４回はどちらも無失点に

終えるが、５回よく打っている２５番がヒットで出塁。３点を

取り勝利を決定づけ、６回も互いに引かず無失点。 

７回最後はゲッツーでしとめて、勝利し３回戦へ駒を進めま

した。 

続いて３回戦。先制点を納めたのは田村コピー。 

２回に１点確保。しかし４回、３戦続投のピッチャーが捕まり、

３点を許し、その後も長打を放つも打たせて取るピッチャーで、

長打を放つも外野手のミットの中へボールは吸い込まれてしまい

ました。 

結局１対３で敗退。それでもきびきび動く選出たちを見ていて

気持ちのいいものでした。 

仕事と野球との両立は、大変だと思いますが、これからも二刀

流で頑張ってください。 

 

キヤノン MJ㈱組合員限定セミナー開催案内 

 

平成３０年１１月１５日（木）13：30よりキヤノンマーケ

ティングジャパン㈱大阪支店にて。魅せ方でお客様の反応

が変る！わが社で出来る成長戦略として、「キヤッチコピー

による売上アップの販促戦略」～今日から使える！チラシ・

ポスター・DM・POP を使った集客テクニック～セミナーを

開催します。 

これは近畿ドキュメントサービス協同組合組合員限定セ

ミナーですの組合員様におかれましては、奮ってご参加く

ださい。 

講師 経営コンサルタント 有限会社いろは 竹内謙礼氏  

全国商工会議所や企業で販促関連セミナー開催。日経Ｍ

Ｊにて「竹内謙礼の商ビズＮＯＷ」を執筆。ダイヤモンド

オンライン、商業界等でも最新情報発信中。 

申込みは、ご案内状裏面(http://www.kinkifukusha. 

jp/news/2018.11.15.pdf )に詳細記載の上ＦＡＸ (06-

6201-4768)にて組合事務局までお送り下さい。 
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親睦ゴルフコンペ開催案内 

平成３０年１２月８日（土）有馬ロイヤルゴルフクラ

ブロイヤルコースにて、組合恒例の「懇親ゴルフコン

ペ」を開催致します。 

近畿ＤＳ組合員様・賛助会員様であればどなたでも

ご参加可能です。ぜひ、皆様お誘い合わせの上ご参加く

ださい。 

日時：平成 30年 12月 8日（土） 

   受付開始午前 8：10  

   集合時間午前 8：30 

   プレースタート 9：03 アウト・イン同時スタート 

 

ゴルフ場：有馬ロイヤルゴルフクラブ 

ロイヤルコース 

会費：8,000円（当日受付にて徴収します） 

   昼食・茶店・懇親会会費 

   プレー費は各自で精算願います。 

賞品は、お馴染みの美味しいお米やお鍋に最適なうど

ん、御飯や肴によい稀少なちりめんじゃこ等。 

詳細は、１０月２５日発送情報定期便又は組合ＨＰをご確認ください。 

申込みは用紙：http://www.kinkifukusha.jp/news/2018.12.8-2.pdf 

皆様お揃いでご参加お待ちしております。 

 

平成３１年１月１１日新年互例会開催案内 

少し先のお話で恐縮ですが、平成最後のお正月１月１１日金曜日に組合では新年を寿ぐ会「新年互礼会」を開

催致します。 

新年一番の組合行事です。 

さて残り少ない平成の年、そして新しい称号の年はどんな年になるでしょうか。 

会では美味しいお料理や景色をお楽しみ頂くだけでなく、参加者全員が当選する、大抽選会も行います。 

今回はどんな賞品をお持ち帰りいただけるでしょうか？ 

ぜひ年の初めの運試しに皆さん奮ってご参加下さい。 

 

日時：２０１９年１月１１日（金） 

１８：００～ 

会場：ＴＨＥ ＧＡＲＤＥＮ ＯＲＩＥＮＴＡＬ ＯＳ

ＡＫＡ「ザ・オリエンタルパークルーム」 

大阪市都島区網島町 10-35 

℡ 06－6353－8810 

会費：１人１万円。（当日までにお振込をお願いいたします）       昨年の模様↑ 

 

詳細は１１月２６日に発送の、情報定期便にて、ご案内状をお送り致します。 

ご確認のうえ、１２月７日（金）までに、ＦＡＸ（06-6201-4768）にてお申込み下さい。 

http://www.kinkifukusha.jp/news/2018.12.8-2.pdf
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賛助会員様のページ 

D.D.S.S.(デジタル・ドキュメント・サービス研究会)「ファシリテーターの心技体 」 

講師：有限会社 キプチェ代表取締役 杉原

廣二様。ファシリテーションは、住民参加

型のまちづくり、教育現場、医療現場や介

護/社会福祉の現場など、幅広く取り入れ

られているコミュニケーション技術であ

る。本講座では、１回目を「全体理解」２

回目を「体験ジム」とし、「ファシリテー

ショングラフィックス」「コミュニケーシ

ョン技法」など、ファシリテーターになる

ための基本を学習した。ファシリテーショ

ンの目的は、参加者個別の発言力や権威の

大小に関係せず、集団の英知を引き出すこ

とにある。他者を尊重し「安心・安全の場」

を確保し、意見の共有、拡散、検討、収束、決定を「コミュニケーションスキル」で醸成し、そのプロセスを

「ファシリテーショングラフィック」で見える化する。ファシリテーターは、「本日の目標（Outcome）」「討

議項目(Agenta)」「メンバーの役割(Role)」「ルール(Rule)」を設定し参加者の同意を得る（ＯＡＲＲの設定）。

ファシリテーターは常に場を観察し、傾聴し、必要に応じ「拡大質問」による「話題や発想の掘り下げ」、「限

定質問」による「話題の絞込み」を行い、独創と協創を促す。意見が対立した場合は、双方に根本を確認させ、

「そもそも何をしたいのか」そして「共通の目的は何なのか」を考えさせる。ファシリテーターとしてのチェ

ックポイントは、①「場の設定スキル」：・テーマやＯＡＲＲの合意が取れたか・安心安全な場が作れたか ②

「傾聴と質問」：・受け止め/相槌/復唱はできたか・拡大/限定質問はうまく組み合わされたか ③「議論の見

える化」：・発言を拾えたか・グラフィックスが議論に役立ったか ④「三人寄れば文殊の知恵」：・新しい視

点や発想は確保できたか（高める/拡げる/深める）の４点である。体験ジムでは、各自が、場に投げられた意

見を、「ファシリテーショングラフィックス」の技法を使い、「要約して描く」「強調する」「関係を示す」「体

系化する」を体験した。体験回数が増えるにつれ「ファシリテーシ

ョングラフィックス」のスキルが上がり「見える化」が向上した。

部門や顧客とのコミュニケーションに役立てたいとの意見もあっ

た。              富士ゼロックス㈱ 橋本寛敏 

 

 

大阪府中小企業団体中央会業界経営功労者受賞 

第 60 回中小企業大阪大会にて組合経営功労者として、田中義雄

理事が受賞されました。 

ここに日頃のご尽力に対し感謝申上げ、受賞をお慶び申上げます。 

また、田中義雄理事は、先日の日本ドキュメントサービス協同組合

連合会全国大会北海道大会においても業界功労賞を受賞されまし

た。 

重ねてお祝い申上げます。 
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理事のコーナー 
私がご紹介したいのは『みやざき中央新聞』です。 
 
『みやざき中央新聞』は毎週月曜日発行のミニコミ 全国紙です。 
皆様は、新聞の記事、日々のニュースの悲惨さに心を痛め 
いいニュースだけが掲載されている新聞を読みたいと思ったことはありませんか 
心温まる記事しか掲載しない珍しい新聞、それがこの新聞です。 
全国の特派員が各種講演会を取材し、面白かった話、感動した話、心温まった話 
ためになった話を掲載しています。 
日々の心の浄化に、心温まる『みやざき中央新聞』はいかがですか。  藤 喜志福 
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コラム   昨年 12月退職 第 2の人生 バウムクーヘン製造販売   今年 OPEN!! 

時下、益々のご清栄のこととお喜び申し上げます。さて、私事で恐縮ではございますが昨年 12 月末で KMJ を退

職しました治田です。在職中は色々と本当に大変お世話になり有難うございました。定年まで数年ありましたが何

か別のものをと考え思いきって食品業界へと転じました。食品業界とは言っても広く、お菓子業界です。ジャンル

はバウムクーヘン製造販売です。人生 100 年時代といわれる昨今ですが会社員時代の楽しみ、次は菓子職人の楽

しみといった人生 2 度楽しいところを感謝しつつ、マイペースでやっていこうと思っています。 

・店舗は自宅横の空きスペースに 4 坪弱くらいの小屋を無理やり建て 

ました。（趣味程度）本年 1 月から小屋作りスタートし、3 月に完成。 

・建築中にバウムクーヘン職人に手習い修行へ。 

①生地つくり・・季節による微妙な配合が必要です。 

 ②ガスオーブン・・・超アナログ式で、心棒へ生地を巻き付け一層一 

層焼くタイプ。油断すると直ぐに焦げてしまいます。タイマー無！ 

・店内は最小販売スペース。ショーケースを設置し 4 人 MAX で一杯。 

・店舗奥に作業場にあたる工房スペー 

スを設けています。画像はお見せで 

きませんが大型ミキサー大型ガスオ 

ーブンを設置（夏室内：45 度！）        

  ・昔ながらの製法でしっとりした上質 

感の感じる味わいです。 

  ・厳選なる材料を使用しタマゴ、バタ 

ー、生クリームをたっぷり使っています。どっしりとした重量感があります。 

  組合員様には特別サービスを実施させて頂きます。組合事務局小野さんまでご連絡ください。 

バウムクーヘン工房 CAZAN   tel: 075-204-1756 http://www.happycazan.com 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.happycazan.com/
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                           今回のテーマ“和で秋を満喫”です。 

                              

ほっと一息        マロンタルト 

                             ～ほうじ茶と一緒に秋の味覚を楽しみましょ～ 

 

材料（18センチ台 1個分） 

【タルト台】 1.バター75ｇ 2.グラニュー糖 60g 3.

卵 35ｇ 4.薄力粉 75ｇ 5.黄な粉 75ｇ 6.塩少々 

【アーモンドクリーム】 1.バター70ｇ 2.グラニュ

ー糖 60ｇ （内黒糖少々有れば良） 3.卵 50ｇ 4.小麦粉 10ｇ 5.黄な粉 10ｇ 6.アーモンドパウダー60ｇ 

【栗の甘露煮】 1.生栗２０個 2.蜂蜜 200ｇ(生栗が浸る位) 3.水（蜂蜜の 1/4程） 【飾り】 1.杏ジャム少々 

準備すること 

1.栗の甘露煮を作る。 生栗の皮を鬼皮ごと剥く。 それを一旦冷凍させて細胞を壊す。 栗が鍋底に敷き詰めるほどの大き

さの鍋に栗をおき、蜂蜜を入れ、鍋 1/10位のお湯を入れて煮る。 細胞を壊しているので早く煮上がり、甘みが早くつく。 

煮あがったら、水分を切る。 

2. タルト型に分量外のバターを塗る。（しっ

かり塗れば 焼き上がりが割れずにきれいに型から外せます） 

作り方 

【タルト台を作る】 1. バターをさいの目に切りクリーム状にし、グラニュー

糖を一度にいれ ざらざらという音がしなくなるまで混ぜ合わす。 

2. 卵を白身黄身の区別が出来なくなる程度に混ぜ 1に 

数回に分けて入れ混ぜる。 最初普通の速度で その後 

素早く混ぜると分離しにくい。 

3. 2 へ黄な粉、小麦粉をふるいながら一度にいれて混ぜ、

塊にし、円盤状に伸ばし、ラップで包んで暫らく置く。（寝か

す作業で、一旦ここで作業をやめ続きをするまで冷凍保存してもよい） 

【アーモンドクリームを作る】 1. バターを上記同様にクリーム状にし、砂

糖（有れば隠し味に黒糖も入れる）を混ぜ合わす。 2.  1 に、小麦粉、黄

な粉を一度にいれ、クリーム状にする。 

【タルトにしあげる】 1. 休ませておいたタルト台を ラップをつけたまま麺

棒で型より１回り大きく薄く伸ばす。（少し扱いが難しいですが、固ければ

手の温度や蒸しタオルで包み柔らかくするとまとまって伸ばせます。） 

2. 伸ばした生地を型にはめ込み、型のまわりの波型に沿って生地

をはめ込む。 生地が足らない場合 波型全部にはめ込まず、高さ

を押さえて厚みをだすと、焼き上がりが割れない。 

3. 台にフォークで穴をあけ、アーモンドクリームを敷き詰め、栗の

甘露煮を敷き、再度アーモンドクリームを栗を覆うように塗る。 

4. １８０度に余熱したオーブンで 35～40分 中段で焼く。 

5. 焼きあがればよく混ぜた杏ジャムを刷毛で塗れば完成です。 

黄な粉が半分量入ったタルト台の為、冷めても固くならず、フォーク

でさくっと切れます。 
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お願い： 
本紙は組合員様に組合活動を出来るだけ詳しくお知らせし、よりご理解をしていただく目的でお届けしています。お手すきのお時間にご
回覧頂き、是非ともお読みください。 

発行：近畿ドキュメントサービス協同組合 
〒541-0043 
大阪市中央区高麗橋 1 丁目 5-6 
TEL06-6201-4766 
FAX06-6201-4768 
発行責任：河村武敏 
監修責任：桑田靱比古 
編集制作：小野恵美子 
問い合わせ：info@kinkifukusha.sakura.ne.jp 
 
 

 
 
 
編集後記 

来年５月の連休、おそらく 10日間になると思います。 
そこで先日、我が娘から「海外に行かないか」の誘いをうけました。私のパスポートは、とっくの昔に用無しとなっ 
ており、今から手続きすると３週間はかかる。となると申し込むのが遅すぎるとの事！「来年の５月やろ、何で？」。 
飛行機のチケットは今からでも押さえられるらしく、因みにそんな話をした翌日、我々との同行を諦めた娘は Los 
までのチケットを予約購入、家族４人締めて 36万円(これでも思っていたより高いらしい)。念のためその日の夕方、 
同じ内容でチェックすると、何と 65万円に跳ね上がっていたそうである。運賃も株価の如く乱高下するようで、 
実に凄まじいものがある。もう我々はついて行けません！！さて、計画のある方、「急いてはことを仕損じる！」 
ではなく、「善は急げ！」ですゾ。海外旅行、安く行くには、ツアーコースのキャンセルを狙う。当たれば破格の 
費用！！ （記：桑田） 
今月号コラムに元組合担当営業治田さんの記事を載せています。全くお菓子の世界を知らなかった方が思い切っ 
てその門をたたき、修行されたのには、大変驚きと敬意を払います。また、一から食品販売の許可を取るのも大 
変だったそうで、細かな決め事をクリアし、営業許可を得て、販売できるとのこと。いくつになってもまだま 
だ知らないことは多いですが、挑戦することが大切ですね。将来同じような夢をもつ私にとっては憧れの存在 
です。いいな～（笑）組合員様特別サービスがあるそうです。ぜひ購入を！（記：小野） 

 

 

  賛助会員様へのご案内 

 

いつもこの「KDS NEWS」をお読み下さり、真にありがとうございます。 

「KDS NEWS」も一昨年は、読者参加ページや「ほっと一息」と題しての小野さんのス

ィーツレシピ等、読者の皆様方との距離を縮めるべく刷新して参りました。しかし乍ら 

よくよく思うにまだ何か足らぬことがある。そう そうなのです、それは「賛助会員様の

ページ」なのです。 

賛助会員様よりの製品の情報、業務の案内、告知情報、我社の自慢、私共へのお役立ち

情報 ・・・etc. 

勿論 広告宣伝のような記事でも結構ですし、又 個人での投稿も大いに歓迎致しま

す。 

 この「KDS NEWS」も組合員各位、賛助会員各位、組合この三者が揃っての記事が掲

載されてこそ、皆様の情報誌として価値が高まると信じています。 

 何卒、賛助会員さまよりのご投稿を心よりお待ち申し上げます。 

                           （お問合せは事務局まで） 

                         （お問合せは事務局まで） 

mailto:info@kinkifukusha.sakura.ne.jp
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